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主な記事

古田知事を迎えて役員交流会を開催 （記事２頁）

　

古
田
知
事
が
就
任
直
後
か
ら

実
施
し
て
い
た
県
の
政
策
総
点

検
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
報
告

は
、
今
後
の
県
政
の
方
向
を
示

す
も
の
で
、
五
万
人
近
く
の
県

民
と
の
二
千
五
百
回
以
上
の
意

見
交
換
会
、
七
十
九
回
も
の
県

民
委
員
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
、
徹
底
し
た
県
民
と
の
意

見
交
換
を
行
っ
た
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
「
県
民
や
県
民

委
員
会
と
の
共
著

で
あ
り
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
成

果
」（
知
事
）
と
も

い
え
る
も
の
。

　

報
告
書
で
は
、将

来
社
会
に
対
す
る
不
安
が
多
く
確
実
な
未
来
を
実
感
し
た

い
と
い
う
県
民
の
想
い
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の

県
政
の
進
む
べ
き
方
向
を
「
確
か
な
明
日
の
見
え
る
ふ
る

さ
と
岐
阜
県
を
め
ざ
し
て
」
と
し
、「
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
」、「
安
全
･
安
心
な
地
域
づ
く
り
」、「
地
域
を
支
え
る

人
づ
く
り
」
を
県
政
推
進
の
三
本
柱
と
し
、
問
題
解
決
型

の
視
点
と
未
来
づ
く
り
の
視
点
を
持
ち
つ
つ
政
策
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

産
業
分
野
に
つ
い
て
み
る
と
、
経
済
環
境
の
急
激
な
変

化
に
対
応
し
、
よ
り
足
腰
の
強
い
産
業
振
興
の
方
向
性
を

明
ら
か
に
し
、
中
小
企
業
振
興
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と

な
る
「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
製
造
業
、
商
業
･
サ
ー
ビ
ス
業

等
の
今
後
五
年
程
度
の
振
興
方
策
を
整
理
し
、
具
体
的
に

は
、
次
世
代
産
業
育
成
に
向
け
た
環
境
整
備
、
既
存
産
業

の
高
度
化
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
展

開
等
を
縦
軸
に
、
中
部
圏
と
の
連
携
、
海
外
市
場
開
拓
等

の
国
際
展
開
、
人
材
育
成
等
を
横
軸
に
検
討
を
進
め
る
と

し
た
。

　

ま
た
、
中
央
会
等
商
工
団
体
が
行
う
組
合
・
地
域
等
の

実
情
に
即
し
た
主
体
的
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
小
企
業
者
の
自
主
的
な
経
済
活
動
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
既
存
資
金
の

拡
充
、
創
設
、
見

直
し
等
金
融
の
円

滑
化
、
新
事
業
の

創
出
支
援
の
拡
充

を
図
り
、
意
欲
あ

る
中
小
企
業
を
支

援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

  
さ
ら
に
、
産
業
の
高
付
加
価
値
化
の
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
で
は
、
オ
リ
ベ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
直
し
、
新
た
に

「
ぎ
ふ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
を
策
定
し
、
地
場
産
業
振
興
の
た

め
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
展
開
す
る
と
し
た
。
ま
た
、

本
県
の
優
れ
た
Ｉ
Ｔ
基
盤
を
活
用
し
、「
Ｉ
Ｔ
活
用
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
て
、
中
部
圏
を
視
野
に
入
れ
た
中
小
企
業

の
情
報
化
支
援
、
人
材
育
成
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

古
田
県
政
は
、
産
業
振
興
を
特
に
重
要
視
し
て
お
り
、

県
民
の
総
意
も
同
様
。
こ
の
報
告
で
も
そ
れ
が
色
濃
く
反

映
さ
れ
て
い
る
。
中
央
会
と
し
て
も
、
県
と
の
連
携
が
一

層
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
県
と
協
力
し
つ

つ
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

｢   
確
か
な
明
日
の
見
え
る
県
政
」へ

〜
総
点
検
結
果
が
ま
と
ま
る
〜
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辻
会
長
は
開
会
に
あ
た
り
「
県
内

経
済
に
も
よ
う
や
く
、
緩
や
か
で
は

あ
る
が
回
復
の
動
き
が
出
て
き
た
。

本
年
は
、
中
央
会
に
と
っ
て
、
一
大

転
機
の
年
。
三
位
一
体
改
革
で
、
平

成
十
八
年
度
か
ら
国
補
助
金
が
な
く

な
り
、
全
て
県
補
助
金
と
な
っ
た
。

よ
っ
て
中
央
会
も
今
ま
で
以
上
に
県

と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
、
本
県
産
業

振
興
に
さ
ら
に
役
立
つ
よ
う
一
層
の

努
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

組
合
こ
そ
が
業
界
の
最
高
の
情
報
集

積
の
場
で
あ
り
、各
業
界
を
一
番
知
っ

て
い
る
の
は
、
こ
の
場
に
お
ら
れ
る

理
事
長
の
方
々
で
あ
り
、
業
界
の
振

興
、
発
展
に
果
た
す
組
合
の
役
割
は

大
き
く
、
そ
う
い
う
組
合
と
一
体
と

な
っ
て
い
る
の
が
中
央
会
で
あ
り
、
組

合
と
中
央
会
が
一
体
と
な
り
本
県
産

業
の
発
展
を
牽
引
す
る
。」
と
述
べ
た
。

 来年度事業計画概要の
承認等四議案を決議 

「新連携」など中小企業の組織化に取組む方針

　

中
央
会
は
、『
理
事
会
』
と
『
が
ん
ば
る
組
合
役
員
意
見
交
換
会
』、『
役
員
交
流
会
』
を
一
月
二
十
四
日
、
岐
阜

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
主
な
事
業
の
進
捗
状
況
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画　

の
概
要
承
認
な
ど
、
四

（案）

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
県
産
業
労
働
部
の
豊
田
部
長
よ
り
「
県
の
政
策
総
点
検
結
果
」
に
つ
い
て
、
県
議
会
の
村
下
農

林
商
工
副
委
員
長
よ
り
「
産
業
振
興
」
に
つ
い
て
ふ
れ
つ
つ
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

理
事
会

審
議
事
項

会
長
のあ

い
さ
つ

　

理
事
会
で
は
、
①
新
規
加
入
組
合

等
の
承
認
に
つ
い
て
、
②
平
成
十
七

年
度
主
な
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
③
平
成
十
七
年
度
収
支
補
正
予
算

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て
、
④
平
成
十

八
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）
の
概
要
承
認
に
つ
い
て

審
議
し
、
全
議
案
等
が
了
承
さ
れ
た
。

　

平
成
十
八
年
度
に
は
、
次
の
事
項

を
重
点
に
事
業
を
進
め
る
。

　

中
央
会
は
、
創
立
五
十
一
年
目
を

迎
え
、
初
心
に
か
え
り
、
組
合
の
役

に
立
つ
中
央
会
を
目
指
す
。
ま
た
、

中
小
企
業
情
報
を
も
っ
と
も
把
握
し

て
い
る
の
が
組
合
ト
ッ
プ
で
あ
り
、

そ
の
情
報
を
活
か
す
よ
う
努
め
る
。

①
新
た
な
連
携
の
推
進

・
Ｌ
Ｌ
Ｐ
、
新
連
携
な
ど
新
た
な
組

織
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

・「
連
携
組
織
普
及
研
修
会
」
を
五
圏

域
で
開
催
し
、
き
め
細
か
く
組
織

化
を
推
進

・
異
業
種
交
流
、
産
学
連
携
の
推
進

②
き
め
の
細
か
い
組
合
支
援
、
元
気

の
出
る
組
合
支
援
の
実
施

・
組
合
の
現
状
把
握
の
た
め
、
組
合

巡
回
相
談
を
徹
底

・
業
界
の
抱
え
る
課
題
へ
の
対
応
、

法
・
制
度
改
正
な
ど
の
新
し
い
課

題
へ
の
対
応
、
新
事
業
・
新
分
野
・

新
市
場
展
開
等
へ
の
対
応
に
関
す

る
各
種
研
修
会
、
懇
談
会
を
開
催

・「
組
合
等
成
功
事
例
発
表
大
会
」
を

開
催
し
、
交
流
の
促
進
、
成
果
の

Ｐ
Ｒ

・
組
合
事
務
局
代
表
者
相
互
の
交
流

の
促
進
し
、
情
報
の
共
有
、
連
携

の
契
機
づ
く
り

・
組
合
の
行
う
新
事
業
展
開
へ
の
取

り
組
み
、
研
修
会
等
の
活
動
を
支

援
・
組
合
青
年
部
や
女
性
部
の
活
動
強

化
、
設
置
促
進
の
た
め
の
研
修
会
、

懇
談
会
を
開
催

③
組
合
の
情
報
化
の
推
進

・
組
合
等
の
情
報
力
向
上
を
図
る
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
研
修
等
を
実
施

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
、

対
策
研
修
会
を
実
施

・
組
合
の
情
報
発
信
力
の
向
上
の
た

め
、
組
合
Ｈ
Ｐ
作
成
の
支
援
、
プ

レ
ス
へ
の
情
報
提
供
へ
の
協
力

④
各
種
情
報
の
積
極
的
な
提
供

・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
刊
し
、
組

合
へ
の
情
報
提
供
の
充
実

・
月
刊
「
中
小
企
業
情
報
」、「
活
性

化
情
報
」、
Ｈ
Ｐ
等
に
よ
り
、
媒
体

に
応
じ
た
情
報
提
供

・
情
報
連
絡
員
、
景
況
調
査
員
の
協

力
に
よ
る
景
況
情
報
な
ど
の
迅
速

な
提
供

・
官
公
需
情
報
を
把
握
し
、
関
係
組

合
等
へ
の
提
供

・
組
合
理
事
長
等
か
ら
得
た
情
報
を

も
と
に
、
行
政
機
関
等
に
対
し
、

中
小
企
業
施
策
の
充
実
を
提
言
・

要
望

・
中
央
会
、
組
合
等
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
プ
レ
ス
へ
の

情
報
提
供
を
積
極
的
に
実
施

平
成
十
八
年
度
重
点
事
項

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
…『
十
七
年
度
豪
雪
に
よ
る
被
災
中
小
企
業
者
等
の
融
資
相
談
窓
口
』 が
設
置
さ
れ
ま
し
た
！

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

県
産
業
労
働
部
中
小
企
業
課（
�
〇
五
八－

二
七
二－

一
一
一
一
）又
は
各
農
林
商
工
事
務
所（
産
業
労
働
担
当
）及
び
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

理
事
会
に
引
き
続
き
、
役
員
、
県

議
会
・
県
産
業
労
働
部
の
幹
部
を
交

え
て
、「
が
ん
ば
る
組
合
」
役
員
意
見

交
換
会
へ
と
移
り
、
十
三
組
合
の
代

表
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の
現

状
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
が

発
表
さ
れ
た
。

主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
。

　
　

飛
騨
木
工
連
合
会
【
関
中
央
会

（協）
副
会
長
】
木
製
家
具
業
界
は
九
十
四

年
を
ピ
ー
ク
後
、
右
肩
下
が
り
が
続

い
て
い
る
。
家
具
の
売
上
よ
り
も
下

駄
箱
や
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
な
ど
住

宅
建
材
の
売
上
が
上
回
っ
て
い
る
状

態
。
企
業
自
身
が
構
造
改
革
し
な
け

れ
ば
生
き
残
れ
な
い
産
業
と
な
っ
て

い
る
。

　

岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
工
組
）

【
大
松
理
事
長
】
好
調
な
自
動
車
産
業

や
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
売
上
が
伸
び
て

い
る
。
内
需
面
で
は
オ
ー
バ
ー
ス
ト

ア
の
中
、
利
益
の
な
い
競
争
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

岐
阜
県
金
属
工
業
団
地　
 
【
今
井

（協）

理
事
長
】
仕
事
量
は
あ
る
が
、
材
料

費
等
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
価
格
に
転

嫁
で
き
て
い
な
い
た
め
、
利
益
が
出

て
い
な
い
。
Ｉ
Ｔ
関
連
な
ど
の
新
し

い
組
合
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

　

岐
阜
県
印
刷
（
工
組
）【
林
理
事
長
】

印
刷
は
「
情
報
の
交
差
点
」
と
い
う

考
え
に
基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

は
加
工
の
方
策
に
よ
り
多
岐
に
活
用

で
き
る
た
め
、
前
向
き
に
展
開
し
て

い
き
た
い
。

　

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部　

【
大

（協）

野
理
事
長
】
全
国
百
二
十
組
合
の
物

流
シ
ス
テ
ム
「
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
」

の
中
で
月
間
売
上
高
が
全
国
一
位
で

あ
る
。
組
織
拡
充
を
進
め
て
い
る
。

　

岐
阜
県
婦
人
子
供
服
（
工
組
）【
松

原
理
事
長
】「
オ
リ
ベ
ス
ク
」
ブ
ラ
ン

ド
で
、
国
内
の
販
路
開
拓
を
展
開
。

中
国
へ
の
進
出
を
進
め
て
い
る
。

　

岐
阜
県
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ

ブ
【
高
井
副
会
長
】
繊
維
業
界
は
勝

経
験
が
必
要
と
な
る
。

　

土
岐
市
陶
磁
器
卸
商
業　

【
玉
樹

（協）

理
事
長
】
今
年
の
傾
向
は
白
と
黒
を

基
調
に
し
た
商
品
が
人
気
。
陶
芸
作

家
に
よ
る
手
づ
く
り
の
商
品
が
多
く

な
っ
た
。

　

岐
阜
県
商
店
街
（
振
連
）【
森
理
事

長
】
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
中
で
商

店
街
を
活
性
化
さ
せ
た
い
。

　
　

土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
【
籠

（協）
橋
理
事
長
】「
志
野
・
織
部
」
道
の
駅

で
、陶
磁
器
の
売
上
は
順
調
に
推
移
し

て
い
る
。
ま
た
、卸
団
地
の
中
で
も
小

売
店
を
出
店
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

岐
阜
県
酒
造
（
協
連
）【
老
田
理
事

長
】
芋
焼
酎
を
は
じ
め
、
水
よ
り
安

価
な
焼
酎
の
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
九
州

地
方
へ
需
要
が
流
れ
て
い
る
。

　

岐
阜
県
可
児
工
業
団
地　

【
加
藤

（協）

理
事
長
】国
・
県
の
高
度
化
資
金
で
団

地
を
建
設
、
そ
の
後
も
高
度
化
資
金

を
活
用
し
て
い
る
。
日
本
は
土
地
代

が
高
い
の
が
ハ
ン
デ
と
な
っ
て
い
る
。

団
地
内
に
人
手
が
多
く
な
る
と
、
そ

の
分
の
駐
車
場
確
保
が
課
題
。
可
児

市
内
へ
の
道
の
駅
誘
致
を
要
望
す
る
。

よ
う
産
業
政
策
を
す
す
め
る
。
企
業

を
ジ
ャ
ン
プ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
応
援

し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
古
田
知
事
を
囲
ん
で
、

各
業
界
と
の
交
流
の
場
が
も
た
れ
た
。

�
�
�
�
�
�

「
が
ん
ば
る
組
合
」

役
員
意
見
交
換
会

�
�
�
�
�
�
�
�

ち
組
と
負
け
組
み
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
消
費
者
に
直
結
し
て
い
る
企

業
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

商
品
を
早
く
取
り
入
れ
る
強
み
で
伸

び
て
い
る
。

　

岐
阜
県
金
型
（
工
組
）【
中
村
副
理

事
長
】
自
動
車
産
業
関
係
が
好
調
で

あ
る
が
、
価
格
は
厳
し
い
。「
技
の
伝

承
」
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
（
協
連
）【
加

藤
理
事
長
】
今
年
四
月
施
行
の
新
制

度
を
利
用
し
て
美
濃
焼
陶
磁
器
を
産

地
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
商
標
登
録
す
る

予
定
。
和
食
器
を
海
外
へ
積
極
的
に

売
り
込
ん
で
い
く
。
モ
ノ
づ
く
り
は
、

日
本
が
世
界
一
で
あ
り
、
今
ま
で
以

上
に
良
い
モ
ノ
を
作
る
目
・
気
力
・

役
員
交
流
会

　

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
『
役
員
交

流
会
』
で
は
、
古
田
肇
岐
阜
県
知
事

を
お
迎
え
し
、「
県
政
の
総
点
検
を
踏

ま
え
、
県
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る

新
規
加
入
組
合
等

　
（　

）
内
は
代
表
者
名
、
所
在
地
、

組
合
員
数

▽
新
和
ソ
ー
イ
ン
グ
協
同
組
合
（
安

田
鉦
二
郎
、
岐
阜
市
、
４
名
）
▽
岐

阜
不
動
産
賃
貸
業
協
同
組
合
（
臼
井

幸
一
、
岐
阜
市
、
４
名
）
▽
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
ア
ク
ア
協
同
組
合
（
奥
村

等
、
岐
阜
市
、
５
名
）
▽
岐
阜
県
土

木
用
ブ
ロ
ッ
ク
協
会
（
本
田
行
雄
、

岐
阜
市
、　

名
）
▽
東
海
建
設
業
協

14

同
組
合
（
棚
橋
弘
美
、
岐
阜
市
、
４

名
）
▽
岐
阜
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
共
栄
協

同
組
合
（
山
田
信
次
、
関
市
、
６
名
）

▽
友
愛
時
装
協
同
組
合
（
川
口
文
男
、

瑞
穂
市
、
４
名
）
▽
フ
レ
ン
ド
リ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
同
組
合
（
曽
我
隆

司
、
岐
阜
市
、
５
名
）
▽
飛
騨
木
製

品
工
業
協
同
組
合
（
萩
谷
静
男
、
高

山
市
、
１
名
）
▽
縫
友
会
協
同
組
合

（
梅
村
貴
敏
、
美
濃
市
、
４
名
）
▽
協

同
組
合
ケ
イ
エ
ム
シ
ー
（
鷲
崎
幹
夫
、

関
市
、
５
名
）
▽
岐
阜
羽
島
ア
パ
レ

ル
協
同
組
合
（
藤
川
尚
宏
、
羽
島
市
、

４
名
）
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公
の
施
設
（
公
園
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
施
設
、
福
祉
施
設
な
ど
自
治
体

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
施
設
）

の
管
理
運
営
に
民
間
活
力
を
導
入
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減
を

図
る
た
め
の
指
定
管
理
者
制
度
。
県

内
で
も
組
合
の
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ

が
指
定
を
受
け
る
こ
と
な
り
、
新
た

な
活
路
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

高
山
管
設
備
工
業
協
同
組
合
（
砂

田
信
博
理
事
長
）
は
、
県
外
の
２
企

業
と
「
高
山
管
設
備
グ
ル
ー
プ
」
を

結
成
、
高
山
市
の
上
水
道
、
簡
易
水

　

岐
阜
県
遊
技
業
協
同
組
合
（
岩
本

榮
植
理
事
長
）
は
二
月
二
日
、
今
冬

の
大
雪
で
県
内
各
地
に
被
害
が
広

が
っ
て
い
る
た
め
、
除
雪
対
策
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
、
県
に
そ
の
対

策
費
用
と
し
て
寄
付
を
行
っ
た
。

　

こ
の
日
、
岩
本
理
事
長
が
県
庁
を

訪
れ
、
棚
橋
副
知
事
に
目
録
を
手
渡

し
、
県
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

岩
本
理
事
長
は
「
困
っ
て
い
る
地

域
の
除
雪
対
策
に
生
か
し
て
欲
し

い
」
と
語
っ
た
。

の
確
保
に
努
め
た
い
と
し
て
い
る
。

な
お
、
上
水
道
事
業
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
は
、
全
国
初
。

　

ま
た
、
武
芸
川
町
特
産
品
開
発
企

業
組
合
（
杉
山
ミ
サ
子
理
事
長
）
は
、

岐
阜
市
の
企
業
と
と
も
に
、
関
市
武

芸
川
温
泉
ゆ
と
り
の
湯
の
指
定
管
理

者
の
指
定
を
受
け
、
４
月
か
ら
３
年

間
、
温
泉
施
設
の
管
理
運
営
、
地
域

お
こ
し
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。

質
向
上
の
た
め
の
研
修
会
が
開
催
し

た
。

　

講
師
は
、
�
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
バ

ン
ク
代
表
取
締
役
の
池
田
浩
氏
が
、

「
外
部
ブ
レ
ー
ン
の
見
つ
け
方
、
活
用

の
仕
方
！
」
を
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

　

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
経
営
経
験

等
に
乏
し
い
若
手
経
営
者
に
と
っ
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
支
援
者
の
存
在

は
重
要
な
経
営
資
源
と
な
り
、
企
業

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
（
創
業
、
成
長
、

成
熟
、
衰
退
）
の
様
々
な
場
面
で
、

外
部
の
ブ
レ
ー
ン
と
な
っ
て
く
れ
る

弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
の
士
業
、
公

的
機
関
な
ど
と
如
何
に
関
わ
り
、
上

手
に
活
用
す
る
か
、
ど
う
支
援
を
求

め
る
か
と
い
っ
た
情
報
を
収
集
し
、

従
来
の
紛
争
処
理
等
の
企
業
活
動
に

お
け
る
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
な
く
、

企
業
が
勝
ち
組
に
な
る
た
め
の
「
外

部
ブ
レ
ー
ン
」
の
政
略
的
活
用
手
法

に
つ
い
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

指
定
管
理
者
に
名
乗
り

高
山
管
設
備
工
業　

、武
芸
川
特
産
品
開
発　

（協）

（企）

���������	
������������

県
に
除
雪

対
策
費
を
寄
付

岐
阜
県
遊
技
業　
（協）

道
の
五
十
二
施
設
の
管
理
運
営
業
務

管
理
者
の
指
定
を
受
け
、
今
後
３
年

間
、
水
の
供
給
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。

　

組
合
に
は
、
一
昨
年
、
配
水
区
域

の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
安
定
供
給
、

経
営
の
効
率
化
を
提
言
す
る
等
積
極

的
な
活
動
実
績
も
あ
る
。

砂
田
理
事
長
は
、
安
全
・
安
心
な
水

の
安
定
供
給
に
自
信
を
示
し
つ
つ
、

今
後
と
も
市
へ
の
提
言
、
地
元
雇
用

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

組
合
青
年
部
資
質
向
上
研
修
会

県
青
年
中
央
会

　

若
手
経
営
者
を
対
象
に
一
月
二
十

七
日
岐
阜
市
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
で
、
資

　

中
央
会
と
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク

ラ
ブ
は
、
二
月
三
日
岐
阜
市
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
女
性
経
営

者
を
対
象
に
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。

　

講
師
の
良
正
庵
・
庵
主
小
林
良
正

尼
僧
の
講
演
で
は
、
現
在
、
複
雑
な

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

人
間
関
係
や
将
来
へ
の
不
安
な
ど
に

よ
る
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

人
が
多
い
、
経
営
者
は
従
業
員
の
心
、

モ
ラ
ー
ル
等
、
メ
ン
タ
ル
な
質
を
い

か
に
向
上
さ
せ
る
か
、
を
女
性
の
観

点
か
ら
語
ら
れ
た
。

女
性
経
営
者
等
支
援
セ
ミ
ナ
ー

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
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加
茂
郡
白
川
町
の
東
濃
ヒ
ノ
キ
白

川
市
場
協
同
組
合
（
板
頭
学
理
事
長
）

は
、
組
合
市
場
で
一
月
十
一
日
、
新

春
初
市
を
開
催
し
た
。

　

木
材
の
並
ん
だ
場
内
に
威
勢
の
い

い
競
り
の
声
が
飛
び
交
っ
た
。

　

今
年
は
昨
年
十
二
月
以
降
の
大
雪

の
影
響
で
、
伐
採
や
搬
出
が
困
難
で

あ
っ
た
た
め
出
荷
量
は
例
年
の
六
割

に
減
少
。

　

競
り
に
は
、
県
内
外
の
製
材
業
者

ら
約
六
十
人
が
参
加
し
、
市
場
の
売

り
手
の
声
に
合
わ
せ
、
次
々
に
競
り

落
と
さ
れ
た
。

　

ヒ
ノ
キ
が
品
薄
傾
向
で
あ
っ
た
が
、

単
価
は
ま
ず
ま
ず
で
取
引
さ
れ
た
。

子
氏
が
、「
め
ざ
せ
エ
コ
企
業
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
そ

の
中
で
、
取
引
先
を
選
定
す
る
上
で
、

環
境
対
策
が
配
慮
さ
れ
る
時
代
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、
環
境
対
策
の
重

要
さ
が
強
調
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
積
極
的
に
資
源
循
環
型

社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
県
内
企
業

の
�
ア
パ
ッ
ク
ス
及
び
イ
ビ
デ
ン
�

の
二
社
か
ら
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、

来
場
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

元
旦
か
ら
一
五
〇
〇
個
の
光
の
帯

下
呂
温
泉
旅
館　
（協）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

「
東
濃
ヒ
ノ
キ
」 の
初
競
り

東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市
場　
（協）

　

下
呂
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
滝
多

賀
男
理
事
長
）
は
、
下
呂
市
湯
之
島

の
飛
騨
川
河
川
敷
に
約
千
五
百
個
の

電
球
を
設
置
、
幅
一
�
、
長
さ
三
百

�
の
光
の
帯
が
、
観
光
客
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
。

　

同
組
合
で
は
毎
年
冬
に
、
下
呂
大

橋
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

て
い
た
が
、
温
泉
街
の
雰
囲
気
に
よ

り
マ
ッ
チ
し
た
趣
向
に
変
え
た
。

　

下
呂
大
橋
か
ら
見
る
と
、
ほ
ん
の

り
と
し
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
光
が
、

飛
騨
川
沿
い
に
幻
想
的
な
雰
囲
気
を

か
も
し
出
し
て
お
り
、組
合
で
は「
見

る
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
上
、
環

境
に
も
配
慮
し
た
」
と
の
こ
と
で
、

二
月
末
ま
で
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

　

岐
阜
県
く
い
丸
太
素
材
生
産
協
同

組
合
（
井
納
一
雄
理
事
長
）
は
、
岐

阜
県
森
林
組
合
連
合
会
と
岐
阜
一
会

と
と
も
に
、
木
製
楽
譜
ボ
ー
ド
や
丸

太
い
す
な
ど
を
県
に
寄
贈
。
一
月
二

十
三
日
、
古
田
知
事
出
席
の
も
と
、

県
庁
で
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

木
製
ボ
ー
ド
県
に
寄
贈

岐
阜
県
く
い
丸
太
素
材
生
産　
（協）

　

企
業
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
す

「
岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（
中
央
会
・
県
中
小
企
業
産
業

廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
・　

地
球
環

（財）

境
村
ぎ
ふ
の
共
催
）
を
一
月
十
七
日
、

大
垣
市
加
賀
野
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

パ
ン
で
開
催
し
た
。

　

県
内
の
企
業
や
自
治
体
か
ら
約
百

六
十
人
が
出
席
し
、
�
杉
山
・
栗
原

環
境
事
務
所
代
表
取
締
役
の
杉
山
涼

環
境
に
配
慮
し
た
企
業

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

一
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
、
広
く
県

民
に
見
て
も
ら
え
る
こ
と
と
な
り
、

Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

寄
贈
し
た
楽
譜
ボ
ー
ド
は
、
県
産

品
Ｐ
Ｒ
の
た
め
制
作
さ
れ
、
高
さ

一
・
八
九
�
、
横
一
・
八
�
で
、「
岐

阜
県
民
の
歌
」
の
楽
譜
と
歌
詞
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　

来
庁
者
の
目
に
触
れ
る
よ
う
県
庁

�
…
中
央
会
所
得
補
償
・
Ｐ
Ｌ
・
個
人
情
報
漏
え
い
賠
償
保
険
を
ご
活
用
下
さ
い
！
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組合等の中小企業連携組織に対する支援・補助事業の募集について

全国中央会応募の締め切り：平成１８年２月２８日 （火）
　補助対象組合の選考については、全国中央会で書類選考、事業内容ヒアリング（中小企業組合等活路開拓
事業及び組合等情報ネットワークシステム等開発事業のみ）を実施した上で、４月下旬頃に決定します。

　　　■岐阜県中央会支援事業・全国中央会補助事業のお問い合わせ先
　　　　　岐阜県中小企業団体中央会　０５８－２７７－１１００（代）

ご質問がございましたら、お気軽にご連絡下さい！

（３）組合等女性部活動支援事業
イ．事業の概要：中小企業組合の女性部組織等が抱
える諸課題の解決、あるいは人材育成のため、専
門家又は中央会指導員による助言を行うことに
より、課題・解決に向けた支援を行います。

ロ．対象：中小企業組合の女性部組織、或いは女性
経営者等で構成される任意グループ等

●助成金の上限：３００千円
●助 　 成　  率：３分の２（３分の１は受益者負担）
●募集期限

　　平成１８年３月３１日を第１次の締切とし、

その後予算の範囲内で随時受付します。

●支援事業の概要

（１）組合等活動支援事業
イ．事業の概要：組合等が抱える諸課題の解決、あ
るいは人材育成のため、専門家又は中央会指導員
による助言を行うことにより、課題・解決に向け
た支援を行います。一貫したテーマの下での取組
みにおいては、各種勉強会等の回数制限はありま
せん。
ロ．対象：組合等（中小企業組合、任意グループ等）

（２）青年部研究会事業
イ．事業の概要：組合等の青年部組織が抱える諸課
題の解決、あるいは人材育成のため、専門家又は
中央会指導員による助言を行うことにより、課題・
解決に向けた支援を行います。
ロ．対象：若手経営者等で組織される、組合等（中
小企業組合、任意グループ等）の青年部

①岐阜県中小企業団体中央会
　本会では平成１８年度の組合等に対する支援事業について、募集いたしております。

②全国中小企業団体中央会
　全国中小企業団体中央会では、組合等の中小企業連携組織に対する下記の補助事業について、その
実施組合等の募集を平成１８年１月１６日（月）から開始しております。

（３）組合等自主研修事業
イ．事業の概要：組合等が、その組合員（会員）等を
対象に研修を行うことにより、組合等の人材養
成を促進するために実施する事業に対し支援を
行います。

ロ．補助金額：補助対象経費総額の１０分の６以内
であって、１８０千円を限度とします。

（４）組合等Web構築支援事業
イ．事業の概要：Webサイトを構築し、組合情報、
組合員企業情報等を広く発信し、業界の活性化
及び個別企業の新たなビジネスチャンスの創出
を図る事業に対し支援を行います。

ロ．補助金額：補助対象経費総額の１０分の６以内
であって、４２０千円を限度とします。

●補助事業の概要

（１）中小企業組合等活路開拓事業
イ．事業の概要：中小企業が組合等を中心に、共同
して新たな活路を見出すために実施する将来ビ
ジョンの策定、そのビジョンの成果を具体的に事
業化・実用化しようとする事業に対し支援を行い
ます。
ロ．補助金額：補助対象経費総額の１０分の６以内
であって、１２,１６７千円を限度とします。

（２）組合等情報ネットワークシステム等開発事業
イ．事業の概要：組合等を基盤とした情報ネット
ワークシステムの構築、組合員向け業務用アプリ
ケーションシステムの開発及びこれらシステムの
普及のための事業に対し支援を行います。
ロ．補助金額：補助対象経費総額の１０分の６以内
であって、１２,１６７千円を限度とします。
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　県内中小企業主要業種の景気動向
（１月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△▲△△窯 業 原 料
△△△▲△▲石　 　 灰
△△△△○▲生 コ ン ク リ ー ト
△△△△▲△砂 利 生 産
▲△△▲△▲砕 石 生 産
△○▲▲○○鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△▲▲△▲刃物等金属製品 （内需） 
△△○△△○メ　 ッ　 キ
○△○○△○県 金 属 工 業 団 地
△△△△△△可 児 工 業 団 地
○△△△△△金　 　 型
△○△△▲△電 気 機 械 器 具
○△○○△△輸 送 用 機 器
△△△▲△▲各種物産品（観　 光）
▲△▲▲△▲各種物産品（ギフト）
△△△▲△▲総合卸売（飛騨地区）
▲△▲▲▲△電 設 資 材 卸
▲▲△▲△△陶 磁 器 産 地 卸
○▲△○○○機 械 ・ 工 具 販 売
△△△△○△青 果 販 売
▲△△△△△水 産 物 商 業
△△△▲▲○家 電 機 器 販 売
△△▲▲△△メ ガ ネ 販 売
△△△▲△▲中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△○△○△○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△▲△△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△△△△生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△△豆 腐
△△△▲△▲食 肉 （ 国 産 ）
▲△△▲△△菓　 　 子
△△△○△▲米　 　 菓
○△△△○○寒 天 水 産
▲△▲△△▲製 麺
▲▲▲▲▲▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲△▲毛　 織　 物
△△△▲△△合 成 繊 維 織 物
△△△▲△○メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
△△△△△○縫　　 製（既製服）
△△△▲△▲製　 　 材
△△△▲▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
――――――家 具 （ 飛 騨 地 区 ）
△△▲▲△▲東 濃 ひ の き
△△△△△▲家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
△△△△△▲紙　 加　 工　 品
△△△▲△○印　 　 刷
△△△▲○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△△陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△▲○△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△△△岐 阜 市 商 店 街
▲△▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
△△△△△△恵 那 市 商 店 街
△△△▲△▲高 山 市 商 店 街
▲△△△△○自 動 車 車 体 整 備
△△△△△▲自 動 車 タ イ ヤ 整 備
○△○○△○長 良 川 畔 旅 館
△△△▲△▲下 呂 温 泉 旅 館
△△△△△△高 山 旅 館
△△△△△△ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△△△△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△○理 容 ・ 美 容 業
▲△▲▲△▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）
▲△▲▲△▲土木・建築（羽島地区）
▲△▲▲△△建築（各務原地区）
△△△△△△鉄 構 造 物
▲△▲▲▲▲電 気 工 事
▲▲△▲△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△▲△▲○木 製 建 具
▲△▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△△○貨 物 運 送（ 県 域 ）
○▲△○△○軽 運 送

�
…
税
法
上
の
特
典
を
有
す
る
小
規
模
企
業
共
済
制
度
を
ご
活
用
下
さ
い
！ 

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
会　

広
報
・
事
業
チ
ー
ム

な
ど
景
況
悪
化
の
動
き

と
な
っ
た
。悪
化
要
因
は
、

好
転
の
減
少
に
よ
る
も

の
が
大
き
い
。

　

売
上
高
Ｄ
Ｉ
値
は
、

前
月
の
プ
ラ
ス
３
か
ら
マ

イ
ナ
ス　

、
収
益
状
況

１５

Ｄ
Ｉ
値
は
、
前
月
の
マ
イ

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
（
う
ち
八
十

四
組
合
に
よ
る
集
計
）を
対
象
に
ま
と
め
た『
一
月
の

特
色
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
一
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企
業

の
特
色
は
①
景
況
感
、
売
上
高
、
収
益
状
況
の
Ｄ
Ｉ

値
大
き
く
悪
化
し
、
景
況
が
後
退
し
て
い
る
、
②
原

材
料
価
格
上
昇
の
影
響
が
依
然
厳
し
い
―
と
な
っ
て

い
る
。

　

一
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ
Ｉ

値
で
見
る
と
、Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

と
な
り
、前
月

２１

の
マ
イ
ナ
ス　

に
対
し
５
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
と
な
っ
た
。

１６

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、４
月
以
降
、緩
や
か
な
改
善

傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、前
月
に
続
き
２
ヶ
月
連
続
の

悪
化
と
な
り
、再
び
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
台
と
な
る

２０

ナ
ス　

か
ら
マ
イ
ナ
ス　

と
な
る
な
ど
、
前
月
ま
で
の
改
善

２６

３９

の
動
き
と
は
反
対
に
、　

ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
な
悪
化
の

１０

動
き
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

金
型
、
機
械
関
係
等
の
業
種
に
出
て
い
る
業
況
回
復
の

動
き
に
は
変
わ
り
は
な
い
が
、
他
の
業
種
で
は
、
企
業
間
競

争
激
化
、
低
価
格
要
請
、
収
益
悪
化
な
ど
が
続
く
厳
し
い

環
境
に
あ
る
。

　

ま
た
、コ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、一
部
に
業
況
は
好
調
と
の
声

が
あ
る
が
、公
共
工
事
の
縮
小
、原
油
、原
材
料
価
格
の
高

騰
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の
製
品
価
格
へ
の
転
嫁
難
に
よ
る

収
益
悪
化
、先
行
き
不
安
な
ど
、企
業
マ
イ
ン
ド
の
低
下
を

指
摘
す
る
意
見
が
多
く
、中
小
企
業
の
景
況
は
依
然
厳
し

く
、景
気
の
先
行
き
は
楽
観
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

景
況
感
、売
上
高
、収
益
状
況
が
大
き
く
後
退

原
材
料
価
格
上
昇
の
影
響
が
依
然
厳
し
い

１月景況調査



�
…
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！
消
費
税
の
簡
易
課
税
（
平
成　

年
分
か
ら
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
っ
た
皆
様
）　
【
名
古
屋
国
税
局
・
税
務
署
】

１７

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
方
は
、
平
成　

年　

月　

日
ま
で
に
「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■西海岸の経済の中心
　平成１８年３月に岐阜県シリコンバレー事務所は
閉鎖されます。県は米国の事務所をニューヨーク
に統合、改めて岐阜県の総合的産業振興を支える
海外拠点として再出発させることになっています ｡
　シリコンバレーは米国西海岸地域の経済の中心。
東海岸に比べて歴史が浅く、米国でも異質な存在
です。この地域の発展の歴史は半世紀強ほど、短
い間に全米のベンチャー向け投資の４割を集中さ
せるに到った魅力は一体何でしょうか。
　ある人は結局気候が最大の魅力と言います。年
中温暖、しかも３月下旬から１０月下旬は乾期で雨
がほとんど降らず晴天続き、暑くても空気が乾燥
していて比較的過ごし易いこの地域は、確かに人
間が住むには非常に快適です。
　全米で最も安全、という話もあります。もちろ
ん地域によって異なりますが、サニーベールやサ
ンタクララ、クパティーノ、マウンテンビューと
いった地域は犯罪が少なく、町並みも綺麗で穏や
かです。またスタンフォード大学のような高度教
育拠点の存在とそれを中心とした人材ネットワー
クも重要。それはこの地域の人々に強い影響を与
え、人種毎に、業種毎に似たようなグループ、ネッ
トワークを形成しています。日本人もいくつかグ
ループを作っていますが、どうも中国やインドな
どと比べると弱いように思えます。
　このような様々な魅力をもつシリコンバレーに
は ､リッチになることを夢見て世界中から人々が
集まってきます。
■地域の人々の特色は、日本人に近い
　この地域の人々の特色は、とにかく独立心が旺
盛なことです。ある日本在住経験のあるアメリカ
人によると、東海岸の人々はシリコンバレーより

むしろ日本人に近いの
だとか。会社への忠誠心
や規律正しい就労スタ
イルなどは東海岸では
普通なのだそうです。そ
れが西海岸では転職は
当たり前、ジーパンにＴ
シャツで社内を闊歩し、
好きな時間に来て好き
な時間に帰るのも珍し
くありません。一方でア
メリカ人は自分勝手とか働かないなんてイメージ
も､実はかなり歪んでいます。勤勉で寝食を省みず
働く人、とても親切で気遣いの多い人も少なくあ
りません。
　南米系の人々は極めて重要な労働力です ｡掃除
や洗車、荷物運びなどの労働者が多いが、彼らの
働きぶりは非常に真面目です。不法就労者らしい
人も大勢いますが、彼らの真面目な働きぶりを見
ていると、彼らの次やその次の世代の頃には、彼
らがこの地域の中心的存在になっているのではな
いかと思わせます。
■まとめ
　この地域に来て、こうした人種の違いや経済の
動向を観察する機会を得、考えさせられることが
多々ありました。特に強く感じるのは、日本がこ
のままで大丈夫なのか、という心配です。強力な
競争相手が次々と登場し、米国市場を目指してき
ます。そして米国市場で培ったノウハウを元に、
今度は別な市場を目指します。これに対して日本
人がそれほど強く海外を意識しているようには思
えないのです。
　日本は元々資源が乏しく、海外から原料を買っ
て加工し付加価値をつけた物を売って差額を稼ぐ
しかなかったはず。海外から多くの物を買わねば
ならない以上、海外から金を稼がなければいつか
破綻するのでは。私は経済学の素人ですので難し
いことは分かりませんが、金を稼がなければ何も
買えない、という単純なことをそれは違う、と明
確に説明してくれる人や本に出会ったことは未だ
ありません。
　私には、今一度日本人が海外で活躍するための
方策を真剣に考えるべき時であるように思えます。
今回の駐在の経験では思いを強くさせられました。
できればもう一度、今度は自分だけの力で海外生
活に挑戦してみたいところです。

シリコンバレー駐在で感じたこと
～県の総合的産業振興を支える拠点として再出発～

岐阜県シリコンバレー駐在員　小木曽　弘和
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①　

組
織
改
正
（
平
成
十
八
年
二
月

一
日
付
け
）

【
本
所
事
務
局
組
織
】

　

中
央
会
で
は
、「
役
に
立
つ
中
央

会
」
を
目
指
す
た
め
、
次
の
と
お
り

組
織
を
改
正
し
た
。

・
管
理
調
整
チ
ー
ム
（
�
〇
五
八－

二
七
七－

一
一
〇
〇
）

・
組
織
指
導
チ
ー
ム
（
同－

一
一
〇

一
）

・
広
報
・
事
業
チ
ー
ム
（
同－

一
一

〇
二
）

・
情
報
チ
ー
ム
（
同－

一
一
〇
三
）

②　

人
事
異
動
（
平
成
十
八
年
二
月

一
日
付
け
）

【
異
動
名
簿
】

▽
事
務
局
次
長
心
得
兼
組
織
指
導

チ
ー
ム
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
＝
池
田

真
澄

▽
管
理
調
整
チ
ー
ム
チ
ー
フ
リ
ー

ダ
ー
＝
高
橋
徹

▽
広
報
･
事
業
チ
ー
ム
チ
ー
フ
リ
ー

ダ
ー
兼
飛
騨
支
所
長
＝
松
野
信
一

〈
一
月
十
六
日
〜
三
十
一
日
〉

　

日　

中
部
経
済
産
業
局
佐
藤
新
局

１６
長
来
会

　

日　

岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル

１７
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

パ
ン
）

　

日　
「
知
っ
て
お
こ
う
！
組
合
役

１８
員
の
心
得
」
研
修
会
（
ふ
れ
あ
い

会
館
）

　

日　

第
８
回
岐
阜
県
政
策
総
点
検

２０
県
民
委
員
会
（
長
良
川
国
際
会
議

場
）

　

日　

中
央
会
理
事
会
・
役
員
懇
談

２４
会
（
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　
　

中
小
企
業
青
年
中
央
会
・
ふ
れ

あ
い
交
流
会
（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

〈
二
月
一
日
〜
十
五
日
〉

３
日　

女
性
経
営
者
等
支
援
セ
ミ

ナ
ー
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

岐
阜
県
高
等
学
校
就
職
問
題

１３
検
討
会
議
（
岐
阜
労
働
局
）

　
　

県
官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
サ
ン

ピ
ア
岐
阜
）
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〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
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〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉
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組
織
改
正
及
び
人
事
異
動

り
！

●
組
合
関
係
税
制
研
修
会
の
ご
案
内

　

県
下
三
会
場
で
、
十
八
年
度
税
制

改
正
要
綱
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】《
飛
騨
会
場
》
３
月

　

日　

・
高
山
市
「
高
山
市
民
会
館
」、

２０

（金）

《
岐
阜
会
場
》
３
月　

日　

・
岐
阜
市

２３

（金）

「
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
」、《
東
濃
会

場
》
３
月　

日　

・
多
治
見
市
「
県

２４

（火）

陶
磁
器
資
料
館
」

※
三
会
場
と
も
、　

時
か
ら　

時
で

１４

１６

す
。

中
央
会
理
事
会
＆
総
会
の
お
知
ら
せ

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
理
事
会
（
役
員
会
）

　

四
月
二
十
五
日　
　
　

時　

分
〜

（火）

１０

３０

　

時　

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

１３○
通
常
総
会

　

五
月
二
十
九
日　
　
　

時　

分
〜

（月）

１３

３０

　

時　

分　

未
来
会
館

１５

３０

　

一
月
二
十
三
日
、
辻
会
長
、
大
野

専
務
理
事
が
棚
橋
副
知
事
、
原
副
知

事
を
訪
問
、
県
の
平
成
十
八
年
度
予

算
に
お
け
る
中
央
会
補
助
金
の
確
保

を
要
望
し
た
。

　

副
知
事
か
ら
は
、
産
業
振
興
対
策

が
本
県
の
最
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
、
組
合
、
中
央
会
の
積
極
的

な
活
動
へ
の
期
待
等
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

中
央
会
で
は
、
組
合
役
員
等
を
対

象
に
「
知
っ
て
お
こ
う
！
組
合
役
員

の
心
得
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
（
一

月
十
八
日
）
を
実
施
し
た
。

　

組
合
の
健
全
な
運
営
に
は
組
合
役

員
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
重
要
で
、

「
中
小
企
業
組
合　

理
事
の
た
め
の

Ｑ
＆
Ａ
」
の
著
者
で
あ
る
清
水
透
氏

よ
り
、
組
合
役
員
と
し
て
知
っ
て
お

き
た
い
基
本
的
な
知
識
、
心
掛
け
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
義
務
と
責
任
等

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

平
成
十
八
年
度
第
一
回
理
事
会
及

び
第
五
十
一
回
通
常
総
会
の
日
程
を

ご
連
絡
致
し
ま
す
。

　

関
係
各
位
に
は
、
日
程
確
保
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
ご
出
席
賜
り

▽
情
報
チ
ー
ム
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
＝

木
村
和
範

▽
広
報
･
事
業
チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
＝
窪
田
英
男

▽
組
織
指
導
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
＝
中

林
伸
介

〔
退
職
〕（
一
月
三
十
一
日
付
け
）

河
村
秀
彦
（
調
査
労
働
チ
ー
ム
チ
ー

フ
リ
ー
ダ
ー
）

　

最
近
、大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ

て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た

内
容
の
偽
者
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や

携
帯
メ
ー
ル
等
を
送
り
つ
け
て
、保
証

金
や
保
険
名
目
で
お
金
を
騙
し
取
る

新
手
の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸
し

ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注

意
下
さ
い
。

〈
三
月
中
〉

●
青
年
部
講
習
会
の
ご
案
内

【
日
時
】
平
成　

年
３
月
１
日　
　

時

１７

（水）
１８

　

分
〜　

時

３０

２０

【
会
場
】「
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
」

【
講
師
】
青
木
豊
彦
彦
氏
（
�
ア
オ
キ

代
表
取
締
役
・
中
小
企
業
に
よ
る
人

工
衛
星
打
ち
上
げ
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
方
）

【
テ
ー
マ
】
モ
ノ
づ
く
り
は
、
人
づ
く

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」

に
注
意

組
合
役
員
等
を
対
象

組
合
制
度
を
再
確
認

中
央
会
十
八
年
度
予
算

副
知
事
に
要
望

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。


